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文部科学省や国立教育政策研究所，日本ユネスコ国内委員会等の報告を基に，本報では，持続可能な社

会の構築と人材育成の観点から，河川や海洋等の流域の環境・生物多様性・エネルギー・利水・治水・防

災・経済・社会の課題について学習する ESDプログラムの開発を，学校教育と社会教育を融合させた． 
	 平成 23 年度以後に筆者が勤務した佐賀県内４つの公立中学校での実践を基に開発した ESD プログラム
では，第１次産業に係る長期間の生物飼育（ミクロコスモスとしての教材展示）と，水槽内の生態系や環

境で発生する事象について，森から海へと続く流域圏の実際の課題と関連づけながら探求する校外学習を

組み合わせる形にした． 
	 その際，地域に開かれた教育課程としてのこの ESDプログラムでは，地域の研究機関や社会教育機関，
行政機関，PTA 等の支援者を，企画・運営・評価に参加させた．実践の結果，この取組が教育目標や地域
理解に対して有効であることや，地域の郷土学の開拓に資することもわかった． 
                 Key Words: ESD, watershed, ecosystem, breeding, conservation 

 
 
1. ESDについて 
 
環境問題，生物多様性，気候変動，貧困，防災，人権，

平和，消費・生産，開発といった様々な世界的な課題を背

景に，1)日本ユネスコ国内委員会（2013）が示す ESD
（Education for Sustainable Development:持続可能な開発のための
教育）は，持続可能な社会の形成者を育む教育であり，資

質や価値観を育成し，「これらの現代社会の課題を自らの

問題として捉え，学校と地域，社会の身近なところから取

り組み，それらの課題の解決につながる新たな価値観や行

動を学校・家庭・地域が一体となって生み出すこと，そし

てそれによって持続可能な社会を創造していくこと」を目

指すものである． 
そして，子どもたちは，様々なつながりの中で，協働し

つつ新たな価値の創造に挑み・学び，そして，身の回りの

実践から自らの人生や社会，世界をよりよく変えていくこ

とができるという実感を持ち，持続可能な社会の形成者と

して求められる資質，価値観（能力），意欲，未来への希

望を日々獲得することを目指すという． 
2)後藤（2016）は，ESDが知・徳・体の包括的育成に向け
た教育文化の創造につながり，フォーマル，ノンフォーマ

ル，インフォーマルな教育，そして幼児から高齢者までの

各生涯学習も網羅された，環境や経済，社会，文化の側面

からの学際的・総合的な取組であるとも述べている．	

この教育活動の目標や育みたい力・価値観を，1)日本ユ

ネスコ国内委員会（2013）や 3)中澤・田渕（2014）が整理し
た報告を元に，ESDの学習展開例とともに表１，表２にま
とめた．このESDの学習展開では，「人格の発達や自律心，
判断力，責任感などの人間性を育むこと」，「think globally, 
act locally」を実現すべく，4)角屋（2012）がまとめたように，
「７つの身につけるべき能力，態度（批判的に考える力，

未来像を予測して計画を立てる力，多面的・総合的に考え

る力，コミュニケーションを行う力，他者と協力する態度，

つながりを尊重する態度，進んで参加する態度）」が重視

される． 
	 加えて，5)トランスファー21ら（2012）が説明するESD	
の独自のコンピテンシーである「形成能力」とは，「持続

可能な開発についての知識を応用し，持続不可能な開発の

問題に気づくことのできる力を前提に，現状分析と未来研

究から，相互依存における経済，環境，社会の発展の帰結

を導き出し，それに基づいて，持続可能な開発プロセスを

実現させる意思決定を行い，理解し，個人や協働で政治的

に実践することができる力」と定義される．6)高雄

（2016）は，この「形成能力」獲得のため，授業外・学校

外の学習機会と学校を接続するシステム構築も評価の対象
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とし，地域・学校・生徒レベルの変革の分析を求めてい

る．		

表-1	 表のESDの目標． 

（
2）日本ユネスコ国内委員（2013）より抜粋） 

 
表-2	 学習課題ごとの学習展開と育みたい力・態度の例． 

E 

S 

D

の

学 

習 

展 

開 

学び方・教え方 育みたい力・態度 

1	関心の喚起（体験,体感,共感） 批判的に考える力,情報収集力,多面

的・総合的・相互的・継時的・構造

的・メタ認知的・公正な思考力,分析

/焦点化力,意思決定力・判断力,未来

への予測と計画力,コミュニケーショ

ン力(対話・交渉・合意形成),他者と

の協力・協働・連携の尊重,・相互作

用的な活用力,仮説・予測・代替案立

案力,実践的計画力,機会均等リーダ

ーシップ,進んで参加する態度,つな

がりの尊重,解決へのグリッド,規範

的資質	

2	理解の深化(多様性,相互性,有限

性,公平性,連携性,責任性,環境/経済

/文化/社会/個からの視点) 

3	社会的に異質な集団への参加体

験,比較体験による態度育成(世代内

/世代間/地域間/種間)	

4	課題解決能力の育成（課題,予測,

調査・研究/検証,発表,評価）	

5	具体的な行動,再評価,主張,提案

(連携,責任,計画性,人間性,QOL)	

（
2）日本ユネスコ国内委員（2013），3)

中澤・田渕（2014），7)
佐藤

（2016），4)
角屋（2012）を参考にして筆者が作成） 

 
2. 学校へのESD導入に向けて 
 
	 学校教育においては，教育基本法にある教育の目的の下，

生きる力をはぐくみ，確かな学力と豊かな人間性をもって，

民主的な未来や社会づくりに向かう主体的な市民の育成が

重要な課題となる． 
	 8)文部科学省(2015)の報告では，「社会に開かれた教育課

程」の開発と共に，「何を知っているか，何ができるか

(個別の知識・技能)」，「知っていること・できることを

どう使うか(思考力・判断力・表現力等)」，「どのように

社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか(学びに向か

う力，人間性等)」からなる「三つの資質・能力の柱」を

示している． 
	 一方，ESDに関しては，国連・持続可能な開発のための
教育の 10 年（DESD：2005-2014）の中間年（2009 年）DESD 
の中間年会合（2009 年）において，「学習の四本柱」
(Learning to be, to know, to do and to live	 together)に加え，“Learning 
to transform oneself and society”が「新しい学習の柱」として位
置づけられた．7)佐藤（2016）はこれを「自己変容と社会
変容の学びの連関」と 訳し，自己変容のための学び（自
己 教育過程を重視した主体形成，内発的な学び）が社会

変容のための学び（地球環境問題と貧困・社会的排除 問
題の同時的解決にむけた協働と社会的な学び）に影響をも

たらすだけでなく，その逆もまたあり得るものとした．	

	 本報において，学校へESDを事例の１つとして導入する
際には，本来の学校教育の目標とともに，次期学習指導要

領の方向性として重視される「社会に開かれた教育課程」

の開発を基本に，2)後藤（2016）が述べるように「学校の
社会や地域における存在意義とともに，次代を担う児童生

徒がこれから求められる資質・能力を獲得していく場とし

ての学校のあり方」，「学校を変化する社会の中に位置付

け，教育課程全体を体系化することによって，学校段階

間，教科等間の相互連携を促し，さらに初等中等教育の総

体的な姿」を模索していく．さらに，参加体験型教育・学

習や協働型学習による個人の変容の累積とその分析が，自

己実現に加え，持続可能な社会の変容を導くという考え方

も加え，これらの概念転換に対し，質の高い学校教育の推

進や家庭・地域の教育力の向上と，参加体験型教育・学

習，協働型授業の方法等を取り入れていく．実際には，学

校レベルでのESDの導入の視点として，6)高雄（2016）が挙

げた「取り組みの学校レベルでの共有」・「教材の活

用」・「カリキュラム構築」・「学校計画策定」，「学校

施設の整備」が重要である．授業レベルでは「ネットワー

ク思考の理解」とともに，「多様性・相互性・有限性・公

平性・連携性・責任性」を構成における「６つの重点」と

し，さらに，手立てとしてのアクティブ・ラーニングで

は，「教材のつながり（教材や学習課題の内容・空間・時

間的なつながりや，クロスカリキュラム，カリキュラム・

マネジメント等），人のつながり（学習者同士，学習者と

他の立場・異世代の人々，学習者と地域・社会等のつなが

り），能力・態度のつながり（身につけた能力や態度の具

体的な行動化・実践化）	」からなる「３つのつながり」

を重視していきたい．	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 1)日本ユネスコ国内委員会（2013）は，ESDによる持続可
能な社会の構築に向け，具体的な学習内容の主題として，

「環境・社会・経済・文化」の４つを柱として挙げ，その

概念図に「環境教育・生物多様性・防災学習・エネルギー

学習・気候変動・国際理解学習・多様性をもつ世界遺産や

地域の文化財等に関する学習・その他の関連する学習」を

示し，関連する様々な分野を“持続可能な社会の構築”の

観点からつなげ，総合的に取り組むことを求めている．さ

らに，9)阿部（2012）は，環境教育，開発教育，人権教
育，平和教育，福祉教育，多文化理解教育等との連携性

と，環境や福祉，教育，子育てに係る多様なNGO・NPO，
行政，企業などの組織との連携促進を促している．	

	 以上を基に，持続可能な社会の構築への参画と人材育成

に向け，本研究では図-1の４つの主題の核に，学校教育と

・ 全ての⼈が質の⾼い教育の恩恵を享受すること 
・	 持続可能な開発のために求められる原則，価値観	 	 	  
	 及び行動が，あらゆる教育や学びの場に取り込まれ 
	 ること 

・ ・ 環境，経済，社会の⾯において持続可能な将来が実現 
   できるような価値観と⾏動の変⾰をもたらすこと 
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PTA活動，社会教育を位置付けた． 
	 これらを踏まえた学校教育におけるESDのプログラム開
発では，地域で課題設定を行い，主に総合的な学習の時間

における実践活動や，各教科・領域のカリキュラム間を発

達段階と目的に応じて繋ぎ合せ，世界への視野と行動化に

向けた系統性のあるプログラムとする方法がある一方，11)

永田（2010）が報告する「インフュージョン・アプローチ」
のように，ESDの価値観や能力を育むことを，全ての教科
や総合的な学習の時間で取り組み，それに基づく行動化を

総合的な学習の時間に位置づけるという現実的な方法もと

る場合も考えられる． 
 
3. 開発 
	 本報では，上記の「三つの資質・能力の柱」と「７つの

身につけるべき能力，態度」を学習のねらいとし，「６つ

の重点」から構成した年間にわたる各プログラムを，「３

つのつながり」に加え，10)阿部・川嶋（2011）が ESDを総
括する機能・手法とする「３つの公正（世代内，世代間，

種間）」，「３つのアプローチ（対話・協働，参加体験，

再評価（文化・知恵））を重視した授業展開と，協働型の

プログラム評価を導入したESDプログラムとして開発を行
う． 
	 この実施においては，全ての教科・領域等の授業内容に

応じて取り扱うことを前提に，柱として教材展示と校外活

動を教育課程に位置づける方法を開発した．新学習指導要

領で重視される「開かれた教育課程」のESDに係る事例と
して，他校での展開に資すれば幸いである． 

 

図-1	 学校から世界へと広がるESD開発の基盤領域 

 
	 上記の２本の柱の１つである教材展示では，絶滅や資源

の枯渇が懸念される水生生物を対象とした校内での年間に

わたる飼育・栽培活動を行った．これは，全校生徒・職

員・保護者・来校者による日常的な観察の共有が可能とな

るものである．さらに，もう１つの柱である校外学習では，

教材飼育で発生する諸問題の理解・解決に関連させ，森か

ら海へ繋がる流域圏で発生している同様の事象等を，図-1
の４つの領域（環境，社会，経済，文化）の視点から，地

域の教育資源（表-5）や社会教育活動を（地域におけるフ
ィールドワークとする．）を活用しながら理解する学習プ

ログラムとした． 
	 本報では，この２つの主な取り組みをまとめて，「水生

生物飼育から流域圏を理解するESDプログラム」とした．
本報は，平成 23年度から 29年度に筆者が勤務した佐賀県
内４つの公立中学校でのESD導入の実践について総括する．
これは 12)下山田・清野（2017）を発展させたものである． 
	

４. 結果 
	 ESDを導入するにあたって，「三つの資質・能力の柱」

と「７つの身につけるべき能力，態度」をねらいとし，教

科や総合的な学習の時間，特別活動等の教育計画への調整

が少ない事例として本開発を試みた（表-8）．この年間に

わたる各プログラムは，「６つの重点」から構成し，体験

的な指導法として「３つのつながり」に加え，「３つの公

正」と「３つのアプローチ」を重視し，振り返りと改善に

向けたプログラム評価等を導入した．	

(1) 校内での閉鎖循環式水槽による長期飼育と栽培活動

を組み合わせた教材展示 

流域を理解するための全校生徒・職員・来校者向けの日々

の取組として，ミクロコスモスとしての飼育水槽や水耕栽

培を常設した．校内の教材展示では，第１次産業に関する

海産生物の長期飼育に加え，キノコ栽培やレタスの水耕栽

培，絶滅が懸念される塩生植物の水道水による試験栽培を

行い，校内の樹木更新（森づくり），種名ラベルの設置，

間伐材を利用した椅子づくり等の行動化へ発展させること

ができた（13）下山田（2016）：年間を通じた昼休みや放課
後の様子としては，生物同好会の生徒（同好会会員）と略

す．）による餌やりや換水作業，清掃活動が行われ，ほぼ

毎日の観察や手伝い（参加体験）に自主的に集まる他の多

くの生徒との間で，対話や交流，解説活動が連日，自発的

に行われていた．また，PTAや来校者等にも，生徒や教師
が自発的に案内・説明を行う姿や，生物同好会に登録した

保護者が土日の海水換えに参加する姿もあった．この同好

会員には，飼育・栽培活動から生じた諸問題に関する探求

活動に取り組ませ，研究活動の機会として文化発表会や地

域の理科研究発表会，学会等での発表や広報活動を毎年度

の活動に組み込んでいる． 
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	 上記の活動をほぼ１年経過した段階での，同好会員を対

象にしたアンケート調査結果（図-2）からは，同好会員の
教材展示への要望や飼育への関心が高まりも把握できた． 

表-3．教材展示（水槽飼育）に対する全校アンケート調査より. 

 
 

 
図-2	 ．市内 C中学校に設置した生物同好会の生徒の魚や飼育へ

の関心に関するアンケート調査の結果. 

 
	 教材展示での指導としては，水槽や恒温器の前で指導者

が直接的に学習者に対して行う解説や問答に加え，高い頻

度で生徒間での学び合い活動が積極的に行われていた．ま

た，間接的な教師の指導としては，観察した生徒の諸発見

も含めた解説用の展示パネルを１ヶ月に約１度の頻度で内

容を更新し常設した（表-2参照．科学館や水族館での企画

展示の解説パネルのイメージ）．年間を通じたこのテーマ

は，環境や生物多様性を主に扱う「環境と生命のつながり」

であった．さらに，全校生徒の家庭や地域へ，展示パネル

の 解 説 内 容 や 校 外 学 習 の 情 報 を 含 ん だ 
レポートを月に１度の割合で発行した．このレポートの作

成では，展示パネルと同様に，「三つの資質・能力の柱」

を重視した．年度の後半には，同好会員も作成に参加させ

た．	

	 飼育・栽培で扱う種としては，地域の第１次産業や身近

な生物（学校内の樹木・草本を含む）から，各教科・領域，

総合的な学習の時間等の教材や食育対象として周知され，

成長が早く放流等が可能なものを選択した．また，７年間

の取組より，飼育・栽培に関して入手しやすい種の構成や

各種測定法，設置場所の条件，配慮すべき事項についても

明らかにすることができた（14）下山田（2014））． 
	 全校生徒を対象に実施した教材展示（表-2を参照）のプ

ログラム評価に関するアンケートの結果の一部（表-3）か
らは，主体性や学びに向かう力，共同生活を行う学び舎と

しての学校への影響や期待を読み取ることもできた．さら

に，教材展示で飼育した海産魚類によるアニマル・セラピ

ーとしての働きも見ることができた．また，生物同好会員

に対するアンケート（図-2）からも，日々の飼育・栽培に
伴う作業を責任をもって続ける力を育みながら，学びに向

かう主体性を高揚させている様子がわかった． 
	 さらに，このミクロコスモスとしての教材展示からは，

校外学習へと繋ぐ学習課題として，「物理濾過・生物濾過

を行う外部濾過器と地域の浄水・下水浄化，干潟の役割や

仕組」，「水槽内や海洋での栄養塩の発生の仕組と富栄養

化による藻や赤潮等の発生」，「水温の上昇と溶存酸素量

の減少・菌類の増殖，病気・酸欠の発生による魚類のえい

死」，「水槽や海洋や湖沼，水路で発生する硫化水素・硫

黄化合物（青潮）とその環境条件」，「種の生態と餌の種

類，個体密度と給餌量の関係」，「海の塩分濃度と水槽内

の塩分濃度」，「水槽内と海や川の水質悪化の要因と変

化」などを取り上げることができた．これらの一部は，同

好会員が取り組んだ研究活動に関するものでもあった． 

 (2) 思斉館中学部PTA「思斉学」研究会の設立 

 本報の開発では，「開かれた教育課程」に向けて，地域

ごとの教育資源（表-4）を活用した校外学習による地域の

郷土学習（以下，郷土学とする．）の発展も取り込んだ． 
 筆者が2017年度より勤務した佐賀市立小中一貫校思斉館

では，郷土学としての「思斉学」が「思斉学スタートブッ

ク」(15)桑原・小森ら,2014）の形で既に開発・利用され，

総合的な学習の時間等で９年間の発達段階に応じた学習を

展開していた．そこで，2017 年度には，この思斉学を深

化・発展させるため，学習対象となる地域や地域が面する

有明海を対象に，校外学習としての「思斉学フィールドワ

ーク」の開発に取り組んだ（表-5）．この開発においても，

上記の教材展示から繋がる学習課題を関連させた．さらに，

校外学習の対象となった有明海の海産生物の増殖方法の研

究を，教材展示に含めて実施した．	

	 これらの主体に，生徒（生物同好会員を含む．）・教師

に加え，平成 27 年度の勤務校では，地域の専門家（臨時

的）からなる「思斉館中学部 PTA「思斉学」研究会」を，

学校が先導する形で設立し，地域の特徴を生かした校外学

習先の選定や有明海の海産魚類の飼育に，おいて協力を得

た．このような組織の設立と運用も，地域に開かれた教育

課程への工夫の１つと考えられる．	

	

⑶ 学校教育と社会教育を融合させた校外学習 

	 校内での通年の教材展示で発見される諸課題の解決に向

け，校外の支援システムと連携するため，地域特有の教育

資源（表-5）となる社会教育施設や研究機関，行政機関に

【設問】　水槽飼育が始まってからの感想や意見、提案を書いてください（自由記述）
     　　　　　　 ・ 本設問への回答数123（アンケート回答数239（全校生徒数250））
    　　　　　　  ・ 全回答を内容により分類集計した結果から、回答数の多かった内容を以下に報告
　　　　　　　　　　（複数内容からなる回答はそれぞれの内容に加算）

内　　容 回答数 内　　容 回答数

観察するのが楽しい、面白い、見るようになっ
た、興味をもった、ためになる 42 いやされる、和む、可愛い 11

もっと（種類や量）を増やして欲しい 20
学校が豊かになった、職員室前がたのしくな
った、雰囲気がよい 10

成長が楽しみ 12 これからも生物（命）を大切にしていこう 6

学校で飼育できて見ることができる、家では飼え
ない、身近でいい 12

水族館みたいになった、人が集まるようにな
った、一箇所に見やすくまとめたい 6

0 50 100

学校で、カサゴ以外の⽣物を育ててみ
たいですか？

⿂について、いろいろなことを知りた
いと思いますか？

さまざまな⽣物について、いろいろな
ことを知りたいと思いますか？

Ｃ中学校生物同好会生徒の
アンケート結果% n=13

＋＋ ＋ ー ーー
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研修・体験機会や講師派遣への協力等を求めた（12）下山

田・清野（2017））． 
	 教育課程における実施機会や対象生徒については，全校

生徒を対象に学習機会を常時とした教材展示に対して，校

外学習では，生物同好会の生徒，保護者，全校生徒から参

加希望者を募り（移動手段による参加者数制限あり），夏

休みや休業日，放課後の時間に実施した．校外学習の評価

アンケートは，プログラムの改善をPDCAサイクルにより図

るため，ワークシートを通じた自己評価に加え，相互評価

や集団でも振り返り活動を含む，参加者・指導者・関係者

による協働型のプログラム評価も導入することができた．	

表-2．本報における教材展示による学習プランの概要 
 
 
 
 
 
 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 以下，開発したESDプログラムにおける郊外学習の特徴

的な内容について報告する．	

	 各校外学習の際には，１回につき２〜３箇所の各種機関

（佐賀県立宇宙科学館，佐賀県玄海水産振興センター，佐

賀県有明水産振興センター，さが水ものがたり館，佐賀市

上下水道局関連施設，長崎県立鶴洋高等学校，佐賀県林業

試験場，佐賀県立21世紀県民の森・学習展示館，唐津水産

研究センター，九十九島水族館，九州大学大学院工学研究

院環境社会部門生態工学研究室等）の専門家により，関係

各所または地域において，研修・見学やアウトリーチの形

で解説や研修をお願いした．	

	 開発した校外学習（フィールドワークと称す．）では，

より良い社会づくりへの行動化に向け，上記の「３つのつ

ながり」や「３つの公正」，「３つのアプローチ」を重視

し，勤務校のESDプログラムや地域に関する学習内容を，
過去から現在，そして，未来へと繋げ，「Think globally, act 
locally」を合言葉に，地域からの行動化へ導くきっかけ作
りとも考えた．フィールドワークの実践では，筆者が勤務

した過去４つの公立中学校で，各年度２回以上，放課後や

長期休業中に実施した．実践中にはワークシートに取り入

れた各活動での評価とプログラム全体の評価について振り

返り活動を指導者・学習者全員で行い，PDCAによる内容改

善に生かした．開発したフィールドワークの学習プログラ

ムの例（表-6）では，教材展示に関連した諸課題と，図-1
の基盤にあたる地域（森から海へと繋がる流域圏）の環

境・経済・社会・文化の諸事象との関連性を地域の専門家

等に協力を得ながら学習課題として精選し，学校教育で学

んだ基礎・基本的な学習内容や技能，各教科等の見方・考

え方と，表-4の教育資源や経験とを結び付け，本教育活動
のねらいへ導くことを心がけた． 

表-4	 地域の教育資源の例． 
森林  火山  都市計画  UD 扇状地 観光 物づくり 生産 港湾 ダム 
古文書  PTA  地下水 鉱物 土壌 娯楽 特産 灌漑 砂防 遊水池  滝 湧水 
城下町 寺社 水源涵養 養殖 堆肥 3R堰  生物多様性  公園鉄道 道路 
学校 間伐 育種 経済 偉人 防潮 塩害 台風 法規 野焼生態系 耕作放
棄地 流通 緑化 温泉 釣 定置網 砂州 農林水産業施設 ﾊ゙ ｲｵﾏｽ      湖沼 
食物 洪水 船 航空 企業 三角洲 街道 野鳥 渡り 浄水場  ゴミ処理 下
水処理場 水道 樋門 川 海洋 水質 離島 塩害 用水路 崖 潮間帯 海岸 
干潟 湿地 掘 肥料 健康 災害 気候変動 増殖 水路 干拓 社会 科学館 
博物館 水耕 浸水 避難 野越し 浄水場 溜池 湿原 掘さらい 洲 QOL   
ﾀ゙ ｲﾋ゙ ﾝｸ゙  網 護岸 堤防 橋梁 街路樹 IOT 漁  ｼｭﾉー ｹﾘﾝｸ゙  ｻﾝｸﾁｭｱﾘ 漂着物 
もたせ 冠水  地産地消  専門家/先輩 段丘  環境 網 汚染 侵食 再生水 
栄養塩類 ｱｵ  発電 工作 植林 交通 酸性雨 遺跡 遺構  医療 料理 乱獲 
田畑 豪雨 祭土居 薪 炭焼 ｷﾉｺ栽培 有害廃棄物 交通  土地利用 窒
素・リン 漂着ごみ 海洋酸性化	 再生可能エネルギー 踊り 地産
地消 ﾌー ﾄ゙ ﾏｲﾚー ｼ゙  集落 自治会 子供会 社会教育施設  介護サービス  

 

	 2016年度の夏休みに実施した１泊2日の貸切バスを利用
したフィールドワークの取組「サイエンス・バス」では，

教材展示からの諸課題に関連した地域の教育資源（表-4）
を活用し，「地産地消・エネルギー生産，木材を使ったも
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のづくり，森の働きと森の保全，森から始まる川，川から

海への生物の住み分け・食物連鎖，生物の観察，林業や森

の再生現場での研修，海岸清掃・漂着物の分類，天体観

察，地域の発電所での発電方法の多様性に関する研修，中

間育種や完全養殖魚類の研究所等を結び，水の流れを柱と

する流域圏の理解を図る学習を，表-6と学校教育の学習内
容を基に展開した．なお，補足的なフィールドワークは平

日の放課後に実施した． 

表-5	 フィールドワークの実践的開発． 
  ①バスツアー ②講演会 ③シンポジウム 

概

要 
郷土に関する見学会 

郷土に関する講演

（地域の講師） 

生徒及び地域代表に

よる地域の未来を考

え会う機会 

内 

 

容 

・堤防,下水処理場,有

明水産振興センター  

・地域の企業,浄水場,

石井樋,干潟 

・「干潟,干拓,堤防,

水路が織りなす郷

土 」 

・「郷土を生かした

新たな産業(仮)」 

テーマ(仮)  

「持続可能な未来の

故郷づくりに向けて」 

対

象 
生徒，保護者 生徒,保護者,一般市民 

回

数 

①と②を組み合わせて年２回 

②と③を組み合わせて年１回   

経

費 
佐賀県生物多様性保全事業補助金，参加者の自己負担 

	 各年度のフィールドワークの特徴としては，2014・2015
年度の水族館や科学館，水産系高校，水産振興センター，

干潟体験施設での研修，さらに，2016年度の林業試験場で
のクヌギ古木への菌駒打込，間伐材を利用した丸椅子作

り，浄水場研修，塩生植物栽培，さらに，2017年度の下水
浄化センター研修や江戸時代の治水・利水・防災技術（堤

防，水路，排水）の遺構見学，干潟や有明海の水産に関す

る研修が挙げられる．表-7のアンケートからは，好意的な
回答が多く見られ，参加した指導者からは，地域の専門家

による現地での指導の意義が認められる一方，指導者から

は，フィールドワークでの学習の流れ等の改善が求めら

れ，今後の建設的な課題と改善案を得ることができた． 

⑷ 水生生物飼育から流域圏を理解する ESD プログラムの

実践 

 
学校における ESD開発の基盤（図 1）に基づき，上記実
践を含む ESDプログラムの構成（表-8）に基づく展開事例
を報告する． 

 
① 環境分野（環境教育「森と流域の保全」，生物多様性

「流域・潮間帯・干潟・沿岸・海洋・島の生物」） 

広葉樹を中心とした森づくりの現場で，森と流域の保全の

重要性について，専門家による説明と研修を受けた．ここ

では，分解者の働きも含め，天水が森から川や地下水へと

物質を運び，栄養分はプランクトンや動物プランクトン，

魚類，動物，そして，ヒトへと繋がる食物連鎖に取り込ま

れながら，川から海へと続くヒトも含む生物多様性が織り

なす様々な生態系を育むという視点に加え，未来や地球を

視野にした水の流れと生物多様性に支えられた生態系の保

全に向けた行動を考えさせた．その結果の１つが校内での

森づくり（植栽更新）であった． 
	  
表-6．本報におけるフィールドワーク「サイエンス・バ
（１泊２日）」における学習プログラムの概要 

 

 また，河川から河口・干潟・潮間帯・沿岸・海洋・島の

各生態系の生物等の観察では，汽水域，冠水頻度，深度，

分布，食性等による棲み分けや潮汐，海流の解説に加え，

成長の測定方法等について専門家より説明を受け，安全対

策・危険生物の学習後，シュノーケリングや釣り，定置網
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漁，もんどり等での調査，水質検査や分類方法等を学習し

た．一方，海と陸の境である砂浜や海岸の浸食状況を見学

し，魚礁型の防波堤設置の提案や漂着物の清掃活動にも取

り組んだ． 
	 さらに，教材展示の飼育水槽内の水質悪化を導く糞や残

餌の物理濾過に加え，これらを分解する菌類による生物濾

過の仕組み，分解された栄養分を吸収して水槽壁面に付着

する藻の発生について学習した．これらは，下水処理場と

流れ込む河川や海洋水の浄化を果たす干潟の硝化作用や，

植物プランクトンの発生とも関連付けた． 
 

表-7．本報におけるフィールドワーク「サイエンス・バス
（１泊２日）」に関するアンケート（抜粋） 

	 「研修前」，「研修後」の数値は平均値（回答者数n=9）	  

 

② 経済分野（生産と消費「地域での生産と消費」） 

	 教材展示での飼育・栽培と並行して，第１次産業に関連

した種の生産コスト・効率，販売・流通的な課題について，

それらの改善方法を考えさせ，社会的・世界的規模の諸問

題との比較に取り組んだ．成果は職場体験での学習結果と

合わせ，全校生徒や地域に報告する機会を作り（文化発表

会や地域の研究発表会，学会の中・高校生ポスター発表

等），新たな行動化，さらに，未来の社会づくりに向けた

提言の機会として経験させた． 
 
表-8	 ESDプログラムを構成する分野・学習領域・学習課題例． 

 
	 フィールドワークでは，森に囲まれた販売所「道の駅」

と海の近くの同店舗で，地域の第一次産業（海産物・農作

物・キノコ等）に係る商品構成と賞味期限，加工処理法に

係る調査・比較を行った．流通にかかる時間や鮮度維持の

ためのコスト，乾燥や発酵，熱処理による保存方法等の特

徴が導出できた． 
	 さらに，教材展示による中間育成と関連させ，唐津市と

九州大学による「Qサバ」の完全養殖の研究施設や，佐賀
県林業試験場，佐賀県や唐津市の水産振興施設での育種に

関する基礎研究と商品開発の重要性を学んだ．現在は，隣

接する学校給食センターでの地元産の使用率やフードマイ

レージに関する教材開発を進めている． 
③ 社会分野（エネルギー開発「様々な発電方法」，防災

学習「防災，治水・利水」） 
	 恒温機を使った水耕栽培や濾過器・エアーポンプ・冷却

分野 学習領域 
参加体験型の 

学習課題（関連教科等） 

学校 

教育 

社会 

教育 

環境 

環境 
森と流域の保全 

（理科 社会 技術科） 
	 有効	

生物 

多様性 

流域・潮間帯・干潟・沿

岸・海洋・島の生物 

（理科） 

	 有効	

気候 

変動 

地球温暖化の対策 

（理科，社会科） 
有効	 	

経済 
生産と 

消費 

地域での生産と消費 
（技術・家庭科，社会科 

 総合的な学習の時間） 

有効	 有効 

社会 

防災・安全 
防災と治水・利水 

（理科，技術・家庭科） 
有効	 有効	

資源と 

ｴﾈﾙｷ゙  ー  

地域の様々な発電法 

（理科 社会 技術科） 
有効	 有効	

健康・人権 
人権・平等と生存 

（道徳教育 学級活動） 
有効	 	

文化 

国際化 
水郷との交流と平和 

（英語，技術，社会） 
有効	 有効	

世界 

遺産 
有明干潟 

（社会科 美術科 技術科） 
有効	 有効	

地域の 

文化財 

堤防，干拓，水路 

（総合的な学習） 
有効 有効 
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機から構成される循環型外部濾過式水槽飼育では，液肥や

水，餌・人工海水の他，電気エネルギーが不可欠である．

そのため，停電時に対する対応は重要になる． 
	 初めに，勤務校屋上にある太陽光発電施設による各月の

発電量推移や市内の同施設設置校の発電量とを調査した．

授業等でも太陽電池や風力発電モデルを使った実験を行っ

た． 
	 校外研修では，持続可能な環境・社会に適した発電方法

を学習するため，佐賀大学や佐賀県波戸岬少年自然の家，

九州電力等が設置した各種発電関連施設を見学した．また，

佐賀市清掃工場では，ごみ焼却熱による発電システムの見

学と，そこで発生した二酸化炭素を利用し有用物質の生産

を行う近隣の藻類培養施設で説明を受けた．さらに，佐賀

市下水浄化センターでは，浄水の仕組みに加え，汚泥と菌

類の力を組み合わせたメタンガスによる発電システムやユ

ーグレナに提供される CO2生産，さらに，残った汚泥の肥

料化など，地球や生態系に優しい循環型の発電システムを

学習した． 
	 一方，防災，治水・利水については，地域の教育資源

（表-4）より，有明海の干満差と縄文海進後から南下する
海岸線と広がる平野，中世から現在へと佐賀平野と干潟の

境として更新されつつ，高潮や大水から地域を守り続ける

海岸・河川の堤防や遊水池と，広がる干拓地に水を供給し

つつ貯水ダムとしての機能も果たす水路の役割とアオ取水，

増水時に機能する強制排水ポンプ所についても学習した． 

	 防災の視点では，干拓地に残る江戸時代の堤防の作り方

や機能の学習に加え，水害の歴史や堤防・水路等による水

防の叡智，稼働中の江戸時代の偉人「成富兵庫茂安」の利

水史跡「石井樋」を見学した．今後，増水時に野越しを機

能させて水路を守った「蛤水道」，筑後川の氾濫を防ぐた

めの治水史跡「千栗土居」を研修予定である．	 	  
	 さらに，河川水を取り込み水道水を作る佐賀市浄水セン

ターでは，凝集剤や活性炭，菌類の力等を使った浄水技術

の仕組みを研修した．また，佐賀市下水浄化センターでは，

菌類の力も使った汚水の浄化技術を研修した．これらは，

教材展示での外部濾過器での物理濾過と生物濾過を併用し

た仕組，生態系での干潟の働きと関連づけた． 

	 このプログラムから，森から海へと続く流域の外水・内

水に対する治水・利水技術を高めながら，地球温暖化に伴

う高潮や津波，大水から肥沃な干拓地にある故郷と人々の

生活・暮らしを未来に向け守り続ける堤防の重要性や治水

に係る工学的な技術開発，貴重な史跡について改めて認識

することができた． 
④ 文化（世界遺産「有明干潟」と生物多様性） 

	 佐賀県有明水産振興センターの展示館にて，有明海や干

潟の特徴，生物の生態やノリ栽培，昔の漁法や漁具につい

て使い方やと当時の漁獲量の説明を受けた.また，ラムサ
ール条約湿地に登録された「東よか干潟」と隣接する久保

田町海岸において，生物多様性の維持に向け，絶滅が心配

されるムツゴロウや塩生植物シチメンソウ等の観察を，さ

らに，小城市海遊ふれあいパークの干潟体験場ではハクセ

ンシオマネキの観察を行なった．さらに，資源確保に向け，

佐賀県玄海水産振興センター等より提供を受けたカサゴ，

ヒラメの種苗を，市販水槽で中間育成するための飼育方法

の開発，成長曲線等の調査・発表を行い，最終的に，家庭

用市販水槽で成長した個体を有明干潟や玄界灘へ年度末に

過去４回放流することができた． 
	 加えて2017度には，佐賀県生物多様性保全事業補助金を
受け，地域の干潟での渡り鳥の観察や有明海に特有のクチ

ゾコやアゲマキの中間育成に向けた水槽飼育法の開発と成

長曲線を調査し，広く発表する予定である． 
⑤ 学校の樹木の更新と地元の間伐材による椅子づくり 

	 2016年度に学校環境緑化事業として，国土緑化推進機構
と株式会社ローソン，佐賀県みどりの基金による「木と緑

のファンド」を受け，同好会の生徒と共に，クスノキやソ

メイヨシノの巨木が残り，生物が集まり地域の原風景を残

す校庭に，県産樹木から５種を選定し，樹木の植樹を行な

った（「成章の森」づくり）．さらに，佐賀県林業試験場

から間伐材の提供と指導を受け，この森に置く檜の丸太椅

子と樹木名の看板作りを，昼休みや放課後を使って，同好

会員は集まる生徒らと一緒に製作・設置した．樹木名の看

板作りは，すでに校内に植栽されている種についても行っ

た．このようなものづくりは，上記⑵のフィールドワーク

でも，森林学習館（佐賀県２１世紀の県民の森）において

も，樹木の種子等を使った生活雑貨作りに取り組んだ． 
 
(5) 評価 

 表１や表２にまとめたように，1)日本ユネスコ国内委員会(2013)が

ESDで育みたい力として提唱する「持続可能な開発に関する価

値観（人間の尊重，多様性の尊重，非排他性，機会均等，環境

の尊重等），体系的な思考力（問題や現象の背景の理解，多面

的かつ総合的なものの見方），代替案の思考力（批判力），デー

タや情報の分析能力，コミュニケーション能力，リーダーシップの

向上」や，4)角屋（2012）が示すESDで育む7つの能力・態度と持

続可能な社会に向けた6つ構成概念，そして，5)トランスフ

ァー21（2012）が提案する「形成能力」は，評価の重要な

視点である．さらに，ESDでは，学習目標を設定した上て

，゙カリキュラム・マネジメントに係る教育課程の評価によ
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り，個々の生徒が身につけるべき力に応じた指導の改善と

評価方法の継続的な工夫が求められる．本報でも，数年間

の実践を基にした改善により，評価についても，個人評価（能

力，態度）や相互評価，地域・社会との関連性の評価（自

分とのつながり），システムとしての学校評価を取り入れ

ることができた．また，16)米原（2016）が報告した，生徒

や教師，保護者，地域の関係者などが協働で行うプログラ

ム評価もフィールドワーク等に組み込むことができた．	

５. 考察 
	 2)後藤(2016)は，次期学習指導要領の方向性として「社会
に開かれた教育課程」を重視し，「学校の社会や地域にお

ける存在意義とともに，次代を担う児童生徒がこれから求

められる資質・能力を獲得していく場としての学校のあり

方」を示した． 
	 本報では，この方策の１つとして，教科・領域のカリキ

ュラムへの調整が少ない場合でも実施可能な，第１次産業

に係る種の校内飼育・栽培と校外学習を中心に，生徒を包

むPTAや社会教育の専門家を，そのESDプログラムの企画
や運営，改善に広く求めた事例を開発した． 
	 勤務した各校でのアンケート調査の結果（図-2，表-3，
表-7）からは，理科が好きになり，学校に活気や癒しと楽
しみが増えたと同時に，地域に親近感と興味を，そして，

現実感のある学びと有意義な達成感を感じる生徒が多く見

れ，また，自主的なフィールド調査（嘉瀬川流域周辺の神

社の信仰対象等）や地域におけるボランティア活動（平成

29年７月九州北部豪雨災害への募金活動等）のに対しても，
主体的な行動が見れられ，地域からの好意的な評価も頂け

るようになった．これらは，今後の改善に向けた指針とし

ても，総合的な学習の時間等で扱われる郷土学としての発

展に向けても有効であると言えよう． 
	 ドイツでは，ESD の効果を個人，学校，地域，国家の各レベル

で多面的に検証しようとする取り組みがあると言われるが，本実

践でも，教材展示における教師の直接的な指導や展示パネ

ルによる間接的な指導，さらに，生徒同士で行われる学び

合いに加え，校外学習での地域の専門家からの指導・研修

による学習が，生徒個人から生徒間・家族間，そして，対

話や表現活動を通じて地域へ拡散していく効果が，求める

ねらいを十分に達成したかどうかを，評価者や評価方法，

評価内容の改良を含め，今後も継続的に改善・検証してい

く必要がある． 
 
4. 結論 

	 17)岡本（2016）が示唆したように，生徒がそれまでに獲
得した概念や経験は，幼少期からの様々な教育による学習

や体験に由来し，発達段階による教育課程によって，メタ

認知的な学びの意義づけや，人格の完成と自己実現，より

良い社会づくりというキャリア形成への動機付けに昇華さ

れ得るだろう．また，6)高雄（2016）は，ドイツの学習指
導要領やESDの研究を基に，ドイツの多くの州の学習指導
要領で扱われている教科横断型コンピテンシーについて，

非認知的要素を多く含み，学んだことの有効な適用・使用

が保障されることで認知的な転移がもたらされ，授業外・

学校外の学習機会の要因に規定される範囲が大きくなるこ

と，さらに，学校においては，教育プログラムと現場の実

践プロセスを適合させる授業外の支援システムにより，

「学習内容とその利用可能性を最適にシンクロさせる」こ

とで，学校教育の質を向上させる必要性を示唆している．	

本報では，生徒を中心に，社会教育と学校教育を融合させ

たESDプログラムを，新学習指導要領で重視される「開か
れた教育課程」の方策の１つとして開発を行った．開発事

例では，ミクロコスモスとしての教材展示と関連課題を探

求する校外学習との連携を図り，教科や総合的な学習の時

間，特別活動等のカリキュラムや時間割の修正が少なく，

生徒に加え，地域の関係機関の専門家や行政，企業，PTA
等が企画・運営・評価に参加するPDCAサイクルも稼働さ
せることができた．また，事例を通して，持続可能な開発

による社会づくりに向けた地域理解や愛着の高揚，特色あ

る郷土学の開拓や，教育を通じた地域づくりへの参画意識

を生徒・保護者・地域が共有できることに加え，指導方法

の工夫により，生徒が学びの現実感や意義を高め，夢や希

望を育み，進路選択においても有意義と考えていることも

把握できた． 

	 今後とも，地域文化の１つとなるESDの開発に向け，地

域の協力を基にした教育資源（表-4）の調査やプログラム
開発を，地域と学校を繋ぐ専門職や関係機関と協働で取り

組むことが望まれる．さらに，共通の流域や環境，文化等

のより大きな枠組みの中で，フィールドを共通にする行政

や社会教育機関，研究機関・団体，大学，企業，メディア

等の各組織が，持続可能な開発や社会づくりに繋がる設定

目標に対してPDCAサイクルを機能させ，子どもたちを中
心にした研修機会や出前講座，環境活動，普及活動，市民

科学，ボランティア活動などの教育的な企画を提供し合

い，大きな枠組みの中での実践を通した成果にも期待して

みたい．また，校種や県境・国境を超えた実践連携，グロ

ーバルな視点からの行動化も模索して見たい． 

謝辞：本報は，平成25，26年度科学技術振興機構・中高生
の科学部活動振興プログラム，平成27年度下中記念財団・
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下中科学研究助成金，平成28年度武田科学振興財団・中学
校理科教育奨励，平成29年度佐賀県生物多様性保全事業費
補助金の研究助成により，多くの水産・環境・教育関連施

設及び専門家のご指導を受けた実践を，学会等での口頭発

表の内容も含めて整理したものである．紙面をお借りし，

関係の教育委員会・勤務校，諸専門機関・担当職員の皆様

に感謝の意を表したい． 
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DEVELOPMENT OF ESD PROGRAM TO UNDERSTAND THE WATERSHED  	 ENVIRONMENTS 
FROM AQUTIC ORGANISMS BREEDING 

 
Takashi SHIMOYAMADA 

 
Based on reports from the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology, the National 

Institute for Educational Policy Research, the Japanese National Commission for UNESCO, etc. In this 
report, from the viewpoint of building a sustainable society and human resource development, ESD pro-
gram to learn about environment and biological diversity, ecosystem, energy, water use, flood control, dis-
aster prevention, economic, and social issues on river and ocean watersheds area developed with combined 
the school education and social education. 

Based on the projects at the four public junior high schools in Saga Prefecture where the author worked 
after 2011, the developed ESD program is conbined on the long-term biological breeding (Exhibition of 
teaching materials as microcosmos) of spieses related to the primary industry and studying outdoors with 
exploring probrems occurring in aquarium and events occurring in watershed environment from the forest 
to the ocean. 

	 	 	 In addition, this ESD program as a curriculum open to society involved supporters such 
         as regional research institutions, social education institutions, administrative agency and  
         PTA, etc. in the planning, management and evaluation. As a result of this ESD program,  
         this one was effective for educational goals and regional understanding, and contributes t 
         to the development of regional local studies. 


